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次に、5 学年から 7 学年の教科書制作の経過を、各教科書の概要と共に説明する。最後
に、これらの教科書制作から筆者が得た学びと今後の展望を述べる。 
キーワード 
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1．トルクメニスタンにおける中等教育段階の日本語教育 
トルクメニスタンでは、2016 年 9 月から中等教育段階 1 の日本語教育が開始された。
2015 年 10 月に日本の首相が初めてトルクメニスタンを訪問したことを契機に、トルクメ
ニスタン国内の日本語教育拡大が決定したためである。初年度は、首都アシガバット市内
の中等教育機関（以下、「学校」）4 校、地方 5 州（アハル州・バルカン州・ダショグズ州・
レバプ州・マリ州）の 8 校、合計 12 校で日本語教育が実施された。対象は 5 学年の生徒
で、学習者数は 834 名であった（国際交流基金 2016）。尚、学校は 4 学期制で、各学期の
期間は 2 か月程度である。日本語の授業は 45 分授業が週に 2 コマ設置されている。年間
で 34 週の授業があり、1 学年当たりの日本語の授業は 68 コマとなる。次年度は、途中、
教員の異動や休職で実施校が 10 校に減ったものの、対象学年が 5 学年と 6 学年に拡大し
たことなどがあり、学習者数は 2344 名と増加している 2。最終学年の 12 学年まで日本語
教育が継続される予定のため、今後もしばらくは学習者数が増加していくと考えられる。
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2．各教科書の概要と制作の経過 
2.1 5 学年向け日本語教科書『にほんご 5』 
『にほんご 5』の制作は 2015 年 11 月からトルクメニスタン教育省の指示により開始さ
れた。当時、アザディ大学日本語学科に所属していた筆者とトルクメン人講師 2 名が制作
に携わった。最初に 5 学年から 12 学年までの学習内容を決定し、その後、教科書制作に
移った。5 学年では、名詞文を学習項目の中心に置き、①身近なテーマについて日本語で
簡単に説明したり、やり取りしたりできること、②日本について知ることを目的とした。
『にほんご 5』の内容は表 1 の通りである。全 5 課構成とし、各課を 1～4 節に分けた。各
節の構成は、「①かいてみよう（ひらがなを書く練習）→ ②いってみよう（単語・文型導
入）→ ③はなしてみよう（会話練習）→ ④きいてみよう（聴解練習）→ ⑤かくにんしよ
う（単語の確認）→ ⑥かいてみよう（単語を書いてみる練習）」である。 
 
表 1 『にほんご 5』の内容 





1 じこしょうかい ①自分の名前を紹介する 
2 ともだち・かぞく・せんせい ①友達や先生を紹介する②家族を紹介する 
③家族の仕事を紹介する 































2.2 6 学年向け日本語教科書『にほんご 6』 
『にほんご 6』の制作は 2016 年 10 月から開始した。2016 年 9 月より、国際交流基金か
ら日本語上級専門家と日本語指導助手が派遣されることとなり、先のアザディ大学トルク







は表 2 の通りである。全 8 章構成とし、各章は 2 課もしくは 3 課に分けた。各章の構成は、
「A もくひょう（テーマと目標の確認）→ B 各課の活動 → C かきましょう（単語や文を





表 2 『にほんご 6』の内容 
章 テーマ 内容（丸数字は各章の課の番号） 
1 かぞく ①家族がどんな人か伝える②家族の人数を伝える 
2 おみせ ①ほしいものの名前と個数を伝える②値段を質問し聞き取る 
3 がっこう ①学校で使われる指示を聞き取る②体調が悪いことを伝える 
③各教科の感想や友だちの性格を言う 






6 しゅみ ①自分の趣味を伝える②好きなスポーツを伝える 
7 まち ①自分の町にある建物を言う②建物の位置を伝える 
③ある場所までの行き方やかかる時間を伝える 


























2.3 7 学年向け日本語教科書『にほんご 7』 
『にほんご 7』の制作は 2017 年 9 月から開始した。2017 年 10 月頃から各学校への巡回
が可能になったため、『にほんご 7』の制作では、教員が教えている様子や生徒が学んでい
る様子を反映することができた。また、制作中の『にほんご 7』を試用する機会をアシガ
バット市 140 番学校で得られ、その結果も教科書制作の参考にした。 
『にほんご 6』との変更点は次の通りである。内容面では、動詞文を導入し、日々の行動
や習慣などを簡単に述べられるようにした。形式面では、まず、全体を 8 章 2 課構成にし、































































 1 2013 年 9 月の学制変更後、5 学年（10 歳～11 歳）から 12 学年（17 歳～18 歳）までとなった。 
 2 2017 年 12 月時点。筆者が各学校に電話にて聞き取り調査を行った。 
 3 『CEFR Illustrative Descriptors Extended Version 2016 Pilot version for consultation』を指
す。現在は『CEFR Companion Volume with New Descriptors (2018)』として https://rm.coe.int/    
cefr-companion-volume-with-new-descriptors-2018/1680787989 にて公開されている。 
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